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第9回 ICT教育の理論と方法

特別⽀援教育における
ICT活⽤②
評価・成績場面でICT配慮をどう考えるか

稲垣 俊介 山梨大学 教育学部 准教授
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OVERVIEW
説明

Shunsuke Inagaki

第8回から第9回へ
第8回では、授業中の学びへのアクセスを考えました。

第9回では、評価・成績場面でのICT配慮を考えます。

今日は「公平性」と「成績」を中心に考えます。
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FLOW
進行

Shunsuke Inagaki

本⽇の流れ
1.第8回の結果を返す
2.学生の声を読む
3.公平性と合理的配慮を整理する
4.あたりまえへのアクセスを考える
5.評価場面の事例で判断する
6.自分の教科に戻す

今日は「書く→話す→もう一度考える」を短いターンで進めます。
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REPORT
課題

Shunsuke Inagaki

次回から発表です
6月22日

さん（000000）
さん（000000）
さん（000000）
さん（000000）

6月29日

さん（000000）
さん（000000）
さん（000000）
さん（000000）

一人10分です。
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REPORT
課題

Shunsuke Inagaki

発表は「授業」として⾏います
•紹介ではなく、授業として行います。
•PowerPoint形式で準備してください。
•素材はPowerPoint内に埋め込んでください。
•スピーカーノートに話す内容を書いてください。
•PC・HDMI接続を確認してください。
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01 DATA
データ

Shunsuke Inagaki

第8回の結果から始めます
前回は、特別支援教育におけるICT活用について、授業中の支
援を中心に考えました。

今日は、その結果を共有します。
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DATA
結果

Shunsuke Inagaki

特別⽀援教育のイメージ
•障害・困難への支援
•教育的ニーズ・個別対応
•学びやすさ・アクセス
•自立・社会参加
•通常学級での支援

「困難への支援」だけでなく、学びやすさや参加の視点も出ていました。
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DATA
結果

Shunsuke Inagaki

どんな⽀援が考えられたか
暫定分類です。複数該当です。

メモ・条件整理 32

可視化・図解 27

段階的ヒント・手順分解 20

読み上げ・読解支援 13

エラー指摘・自動フィードバック 5

苦手を責めず、条件を整える発想が見られました。
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DATA
結果

Shunsuke Inagaki

学⽣が選んだICT機能
読み上げ 38

音声入力 33

文字拡大 28

字幕 25

メモ・付箋アプリ 24

カメラ・写真 19

ルビ 18

生成AIによる言い換え・要約 18

録音・録画 18
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DATA
結果

Shunsuke Inagaki

読み上げ機能をどう扱うか
共有前
A 個別に使用を認める 7
B 全員が選べる支援として開く 12
C 確認して段階的に導入する 28

共有後
A 個別に使用を認める 4
B 全員が選べる支援として開く 17
C 確認して段階的に導入する 26

最終判断では、Cが最多でした。
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CONNECT
接続

Shunsuke Inagaki

評価・成績場⾯ではどうなるか
授業中の支援では、「確認して段階的に導入する」が最多でした。

一方で、「全員が選べる支援として開く」考えも増えました。

では、成績に関わる評価場面では、同じように考えられるでしょう
か。
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DATA
結果

Shunsuke Inagaki

授業後の⾃⼰評価
教育的ニーズやアクセスとして考えた 4.62

ICT支援の利点とリスクを考えた 4.62

診断がないときの教師判断を考えた 4.64

他者意見で揺れた・深まった 4.04

まだよくわからない点が残った 2.72
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から
ここから、学生の自由記述を紹介します。

スライドには、特に共有したい部分を抜粋して載せています。

全文と学生情報は、スピーカーノートに記録しています。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

ICTは「特別扱い」ではなく、学びのバリアを取り除くための合理的な支
援として位置づける必要があることも意識した。

生徒の声に耳を傾け、その子の困りごとを否定せずに受け止め、必要な
支援を一緒に考えられる教師でありたい。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

ICTは便利な道具だが、どのような場面でどのように使うかを教師が
考えることが大切だと感じた。

一人ひとりに合った支援と学級全体の公平性をどのように両立させ
るかは難しい問題だと思った。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

自己申告できない生徒の困難はどうやって見抜くことができるのか。

困難を抱えた生徒だけに読み上げなどの補助を行うと、疎外感や「ずるい」
と感じられる可能性があると思ったため難しい問題だと思った。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

ICTは学習を効率化するためだけではなく、生徒一人ひとりの学習機会を
保障するための重要な手段であることを学びました。

支援を行う際には公平性と合理的配慮のバランスをどのように考えるべき
かについて、改めて難しさを感じました。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

ICTの力を使った少しの変化で同じ教室同じテストを受けることができるよ
うになったのは喜ばしいことであると思いました。

教師がどういう機能があるのか、どんなふうに使えるのかを理解している
必要があると考えました。
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VOICE
引用

Shunsuke Inagaki

第8回の声から

教師、生徒、保護者間でICTへの信頼度が違うと思うので、特に
保護者へのサポートをすることが大切だと感じた。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

まず⼀⼈で書く

Q3

第8回の結果や学生の声を見て、印象に残ったこと、または考え
たことを書いてください。

まず一人で書きます。書いたら近くの人と短く共有します。
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QUESTION
問い

Shunsuke Inagaki

今⽇の問い

ICTによる配慮は、評価の公平性を壊すのでしょうか。

それとも、公平な評価に近づけるのでしょうか。
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QUESTION
問い

Shunsuke Inagaki

⽀援は、ずるいのでしょうか
メガネや補聴器を使うことを、ずるいとは言わないはずです。

では、読み上げ、音声入力、試験時間の延長はどうでしょうか。

支援は有利にするものなのか。
それとも、力を発揮する入口なのか。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

⼀⼈で書いて、近くの⼈と話す

Q4
学校の評価や成績で「公平」とは、何をそろえることだと思いますか。
メガネ、補聴器、読み上げ、音声入力、時間延長の例も踏まえて書い
てください。

一人で書いた後、2〜3名で話してください。
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WORK
ワーク

Shunsuke Inagaki

近くの⼈と話す

■何をそろえると公平だと思ったか。

■どこから「ずるい」と見えやすくなるか。

■教師は他の生徒にどう説明できるか。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

同じ条件だけが公平か

•同じ問題

•同じ時間

•同じ道具

•同じ教室

それだけで、同じように力を発揮できるとは限りません。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

合理的配慮は条件設計です
一人一人の状態や教育的ニーズに応じて、
必要な変更や調整を行う。

本人・保護者・学校で合意形成し、実施後も見直していく。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

⽀援は、特別な誰かだけのものか
•予定表
•リマインダー
•検索
•地図アプリ
•音声入力
•自動字幕
•生成AI

私たちも、ICTに支えられて生活しています。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

あたりまえへのアクセス
支援者や周囲の人にとっての「あたりまえ」ではなく、

当事者や家族が思い描く「あたりまえ」にアクセスする。

その先に、生活の質があります。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

学校での「あたりまえ」とは
•授業に参加する

•教科書を読む

•考えを書く

•友人と話す

•評価を受ける

•成績として認められる

これらにアクセスできているでしょうか。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

⼀⼈で書いて、近くの⼈と話す

Q5

「あたりまえへのアクセス」について感じたことを書いてください。あ
わせて、学校で保障したい「あたりまえへのアクセス」を1つ挙げてく
ださい。

一人で書いた後、2〜3名で話してください。
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WORK
ワーク

Shunsuke Inagaki

近くの⼈と話す

n 学校で保障したい「あたりまえ」は何か。

n それにアクセスしにくい生徒は、どこで困るか。

n ICTや支援で、どの入口を作れそうか。
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EXAMPLE
事例

Shunsuke Inagaki

受験上の配慮

大学入学共通テストなどでは、病気・負傷や障害等のために配
慮を希望する志願者に、個々の症状や状態等に応じた受験上
の配慮を行っています。
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EXAMPLE
事例

Shunsuke Inagaki

配慮は、制度として存在します

■解答方法に関する配慮

■試験時間に関する配慮

■試験室や座席に関する配慮

■持参使用するものに関する配慮

配慮は「特別扱い」だけではありません。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

⼀⼈で書いて、近くの⼈と話す

Q6
大学入学共通テストなどで受験上の配慮が行われていることを知り、
評価や成績で教師が気をつけるべきことは何だと思いましたか。

一人で書いた後、2〜3名で話してください。
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WORK
ワーク

Shunsuke Inagaki

近くの⼈と話す

■配慮があることを、どう受け止めたか。

■評価や成績で、何に気をつけるべきか。

■教師はどのような準備をしておくべきか。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

評価場⾯は、さらに難しい
支援は必要です。
しかし、評価も行います。

何を評価しているのか。
どの条件なら力を測れるのか。
どこから評価の意味が変わるのか。

教師はここを考えます。
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CONCEPT
説明

Shunsuke Inagaki

国語の⻑⽂問題でも、⼒は混ざっています
l 文字を読む力。

l 文章の内容を理解する力。

l 根拠を見つける力。

l 考えを書く力。

l 時間内に処理する力。

読み上げ機能は、どの力に影響するでしょうか。
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CASE
事例

Shunsuke Inagaki

事例で考えます
中学校の国語の定期試験です。初めて読む長文を読み、内容を理解して設問に答え
る問題があります。

長い文章を読むことに強い困難を感じている生徒が、タブレットの読み上げ機能を
使いたいと言っています。

診断はまだありません。授業中には、読み上げ機能を試したことがあります。

この答案を、他の生徒と同じ点数として成績に入れてよいでしょうか。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

確認し、評価観点を選ぶ
Q7
この事例で、教師としてまず確認したいことを書いてください。

Q8
この試験は、主に何を評価していると思いますか。

Q8の選択肢：
A 文章の内容理解
B 文字を自力で読む力
C 内容理解と読む力の両方（観点を分ける）

まだ、同じ点数にするかどうかは選びません。書いた後に話し合います。
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WORK
ワーク

Shunsuke Inagaki

近くの⼈と話す
n まず何を確認したいか。

n この試験は何を評価しているか。

n 内容理解と読む力は、分けて考えられるか。
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DILEMMA
判断

Shunsuke Inagaki

3つの⽴場
A 同じ得点

読み上げを使った答案
も、他の生徒と同じ点数
として成績に入れる。

B 条件付き

条件を整えたうえで、同
じ点数として成績に入れ
る。

C 分ける

同じ点数としては扱わず、
評価方法を分ける。

どれも理由があります。
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POSITION A
判断

Shunsuke Inagaki

A 同じ点数として成績に⼊れる
内容理解を問うなら、読む入口を保障する必要がある。

読み上げは、考える力を代わりに解いているわけではない。

読めないことで、理解や思考まで測れなくなることを避ける。
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POSITION A
判断

Shunsuke Inagaki

Aを選ぶなら、どう運⽤するか
■評価観点を明確にする。

■内容理解は同じルーブリックで採点する。

■読み上げを使ったこと自体を減点しない。

■必要な支援として記録する。

■他の生徒には、個人情報を出さずに考え方を説明する。
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POSITION B
判断

Shunsuke Inagaki

B 条件を整えたうえで、同じ点数にする
支援は認める。
ただし、条件を整える。

• 事前申請
• 別室
• 使用機能の制限
• 評価観点の明確化
• 記録と共有

支援と公平性を、条件で両立させる。
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POSITION B
判断

Shunsuke Inagaki

条件を具体化する
■授業中から同じ支援を試している。

■本人・保護者・校内で共有している。

■使える機能を限定している。

■ネット接続や生成AIは使わない。

■別室やイヤホンを準備する。

■評価観点を事前に決めている。

■記録を残し、見直す。
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POSITION C
判断

Shunsuke Inagaki

C 評価⽅法を分ける
同じ点数としては扱わず、評価観点を分ける。

内容理解は、読み上げを使った答案で見る。

読む力は、別の方法で見る。

支援しない、ではなく、評価を作り直す。

46



POSITION C
判断

Shunsuke Inagaki

評価⽅法を分けるとは何か
■内容理解は、読み上げ使用の答案で評価する。

■文字を自力で読む力は、別の短い課題で確認する。

■音読、短文読解、授業中の形成評価を使う。

■成績では、評価観点を分けて記録する。

■支援を使ったこと自体を減点しない。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

まず⼀⼈で選ぶ
Q9

読み上げ機能を使った答案を、他の生徒と同じ点数として成績に入れて
よいと思いますか。現時点で最も近い判断を選んでください。

Q10
その判断を具体的にどう運用するかを書いてください。あわせて、その
立場の弱点や不安も書いてください。

選択肢：A 同じ点数／B 条件付きで同じ点数／C 評価方法を分ける

まだ話し合いません。まず一人で考えます。
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WORK
ワーク

Shunsuke Inagaki

近くの⼈と話す
■どれを選んだか。

■何を評価する場面だと考えたか。

■同じ点数でよいと思うか。

■条件をつけるなら何か。

■評価方法を分けるならどう分けるか。

49



FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

もう⼀度考える

Q11

話した後で、もう一度選んでください。

Q12

その判断を、具体的にどう運用するかを書いてください。変わった人は
きっかけを、変わらなかった人は維持した理由も書いてください。

話し合いの内容を踏まえて、フォームに入力してください。

50



CHECKPOINT
説明

Shunsuke Inagaki

⽀援を使ったかどうかで決めない
大切なのは、支援を使ったかどうかだけではありません。

その支援は、評価したい力に関係のない壁を取り除いているのか。

それとも、評価したい力そのものを変えているのか。

ここを教師が判断します。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

⾃分の教科に戻す（宿題）

Q13

自分の取得予定教科で、評価場面でICT配慮が問題になりそうな場面を1
つ挙げてください。何を評価したいのか、どのような配慮が考えられるか、
点数・成績をどう扱うか、注意点は何かを書いてください。

評価観点、ICT配慮、点数・成績の扱いをセットで考えます。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

教師として考える（宿題）

Q14

今日の授業で、教師として考えたことを書いてください。そのうえで、
第1回で書いた「どんな先生になりたいか」とつながるところがあれば
書いてください。

まず今日の教師判断を書き、その後で教師像とのつながりを書きます。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

最後に⾃⼰評価する（宿題）

Q15〜Q19

5段階で答えてください。ICT配慮をアクセスの問題として考えたか、支援
と評価の妥当性を考えたか、合意形成や条件設計を考えたか、他者意見で
深まったか、まだわからない点が残ったかを答えます。

フォームの最後まで回答してください。
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FORM
フォーム

Shunsuke Inagaki

次回へ（宿題）
Q20

この授業への意見や感想を書いてください。

次回、発表後の時間は私の授業の紹介をします。
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SUMMARY
まとめ

Shunsuke Inagaki

今⽇のまとめ
授業中の支援では、学びへのアクセスを考えました。

評価場面では、アクセス保障と評価の妥当性を同時に考える必
要があります。

教師は、同じ条件にするだけでなく、何を評価するのかを問い直
します。
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